
7755年年のの歴歴史史をを糧糧にに
次次世世代代へへのの未未来来をを拓拓くく！！

22002211年年 元元旦旦
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昨
年
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
組
合
結
成
75
周
年
、
長
建
国
保
50
周
年
の

年
で
す
。

魅
力
あ
る
組
合
つ
く
り
の
た
め
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
、

仕
事
確
保
、
長
建
国
保
の
育
成
・
強
化
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
も

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
三
年　

元
旦
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
、
ご
家
族
の
皆
様
に

は
お
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
よ
り
組
合
の
諸
活
動

に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

私
た
ち
は
運
動
の
柱
で
あ
る

組
織
拡
大
や
仕
事
確
保
、
建
設

国
保
の
予
算
獲
得
な
ど
組
合
員

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
様
々
な
運
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
の
年
明
け
か
ら
国
内
で

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
確
認
さ
れ
、
経
済
活
動
や

私
た
ち
の
生
活
に
今
も
大
き
な

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
か
ら
は
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
外
出
の

制
限
で
現
場
の
仕
事
も
工
事
の

延
期
や
中
止
な
ど
大
き
な
影
響

が
出
ま
し
た
。
組
合
の
活
動
も

各
種
会
議
や
行
事
の
中
止
、
時

間
の
短
縮
な
ど
様
々
な
自
粛
や

制
限
を
さ
れ
る
状
況
が
続
き
ま

し
た
。

昨
年
の
第
七
十
五
回
定
期
大

会
は
時
間
短
縮
や
人
数
の
縮
小

な
ど
厳
し
い
中
で
開
催
さ
れ
、

新
年
度
の
運
動
方
針
を
決
定
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
組
織
拡

大
に
お
い
て
は
、
年
間
拡
大
目

標
四
〇
〇
名
に
対
し
、
四
二
九

名
の
新
し
い
仲
間
が
加
入
し
て

目
標
を
達
成
す
る
と
共
に
、
五

年
連
続
の
組
織
純
増
（
四
〇

名
）
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
会
以
降
、
前
期
拡
大

目
標
を
二
〇
〇
名
に
設
定
し
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策
で
運

動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
し
た
が
、

二
四
二
名
の
新
加
入
者
が
あ
り
、

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
後
期
の
拡
大
に
つ
い

て
も
二
〇
〇
名
の
加
入
を
目
標

に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
私
た

ち
の
要
求
す
る
様
々
な
制
度
や

政
策
の
実
現
の
た
め
に
は
、
仲

間
を
増
や
す
運
動
が
重
要
で
す
。

引
き
続
き
組
織
拡
大
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
国
保
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、

昨
年
末
か
ら
予
算
確
保
に
向
け

て
の
取
り
組
み
が
全
国
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
建
設
長
崎
の
組
合

員
・
家
族
の
皆
さ
ん
に
書
い
て

い
た
だ
い
た
一
七
、
一
〇
〇
通

を
超
す
ハ
ガ
キ
は
、
運
動
を
後

押
し
す
る
も
の
と
し
て
大
き
な

力
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
七
月
の
九
州
豪
雨
は
特

に
熊
本
県
で
甚
大
な
被
害
を
与

え
ま
し
た
。
建
設
長
崎
か
ら
五

名
の
方
が
被
災
地
へ
行
き
、
応

急
仮
設
木
造
住
宅
の
建
設
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
然
災
害
は
年
々
大
型
化
し
、

昨
年
九
月
の
台
風
九
号
と
十
号

は
長
崎
県
に
上
陸
し
屋
根
や
壁

の
損
傷
な
ど
多
く
の
箇
所
で
被

害
が
出
て
組
合
員
の
皆
さ
ん
も

見
積
り
や
補
修
工
事
に
追
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
の
人
々
と
密
着

し
、
災
害
時
に
お
け
る
住
宅
や

道
路
の
補
修
な
ど
建
設
業
従
事

者
の
皆
さ
ん
の
果
た
す
役
割
の

大
き
さ
を
改
め
て
強
く
感
じ
ま

し
た
。
国
は
建
設
産
業
の
担
い

手
の
確
保
に
向
け
て
、
若
年
技

能
労
働
者
の
賃
金
や
処
遇
改
善

を
は
か
る
た
め
、
昨
年
も
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
を
二
・
五

％
引
き
上
げ
、
こ
の
八
年
間
で

全
国
平
均
五
一
・
七
％
の
引
き

上
げ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
技
能
労
働
者
の
賃
金

は
一
〇
％
程
度
し
か
上
が
っ
て

お
ら
ず
市
場
単
価
と
の
格
差
が

大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
組
合
は
引
き
続
き
健
全

な
建
設
産
業
の
確
立
を
目
指
す

た
め
に
県
や
各
市
町
に
対
し
て
、

現
場
で
働
く
技
能
労
働
者
の
賃

金
額
の
引
き
上
げ
や
福
利
厚
生

の
充
実
、
地
元
中
小
建
設
業
者

へ
の
仕
事
発
注
と
適
正
単
価
を

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
交
省
が
す
す
め
て
い
る
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

は
、
本
年
四
月
で
運
用
開
始
か

ら
二
年
に
な
り
ま
す
。
技
能
労

働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

県
内
に
お
い
て
も
十
分
に
浸
透

し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
登
録
の
し

か
た
な
ど
指
導
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

今
年
は
、
組
合
結
成
七
十
五

周
年
・
長
建
国
保
設
立
五
〇
周

年
の
年
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
仕
事
や
組
合
活
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
諸
先
輩
が
幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
、
築
き
上
げ
て
き

た
「
建
設
長
崎
」
に
組
合
員
仲

間
が
結
集
し
、
仕
事
と
生
活
を

守
り
、
技
能
後
継
者
が
育
ち
、

希
望
の
持
て
る
建
設
産
業
の
未

来
を
切
り
開
く
た
め
全
力
で
運

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
本
年
が
組
合
員
、
ご

家
族
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

最
良
で
輝
く
年
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年
度

国
保
組
合
予
算
確
保
に
向
け
た

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

一
万
七
千
百
二
十
一
通
集
約

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
の
国
保
組
合
関
係
予
算
に
お

い
て
、
私
た
ち
の
社
会
保
障
の
要
で
あ
り
ま

す
建
設
国
保
の
現
行
補
助
水
準
の
維
持
に
向

け
、
組
合
員
・
家
族
の
皆
様
に
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
に
取
り
組
み
頂
い
た
結
果
、
一
万
七
千

百
二
十
一
通
の
要
請
ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
全
て
の
支
部
に
お
い
て
、

割
当
の
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
集
約
数
と

な
り
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
組
合
員
と
家
族
の
声

を
直
接
伝
え
る
運
動
で
す
。
組
合
で
は
集
約

さ
れ
た
全
て
の
ハ
ガ
キ
を
点
検
し
、
厚
生
労

働
省
・
財
務
省
へ
全
通
投
函
し
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力
頂
い
て
い
る

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

幸
せ
を
呼
び
込
む
！

お
正
月
の
し
き
た
り

一
年
の
願
い
を
込
め
て

���

���

食
べ
る
お
せ
ち
料
理

お
せ
ち
料
理
は
最
近
、
洋
風

や
中
華
風
な
ど
種
類
も
さ
ま
ざ

ま
で
、
お
正
月
の
楽
し
み
の
一

つ
。
で
も
本
来
は
単
な
る
お
正

月
の
お
祝
い
料
理
で
は
な
く
、

季
節
の
節
目
に
神
様
に
お
供
え

し
た
食
べ
物
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
伝
統
的
な
和
風

お
せ
ち
の
場
合
は
料
理
の
一
つ

一
つ
に
意
味
が
あ
り
、
例
え
ば

黒
豆
に
は
「
ま
め
に
働
き
暮
ら

せ
る
よ
う
に
」
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
数
の
子
は

子
孫
繁
栄
、
栗
き
ん
と
ん
は
黄

金
の
よ
う
な
豊
か
さ
、
こ
ぶ
巻

き
は
喜
び
、
エ
ビ
は
長
寿
―
―

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を
重
箱
に

詰
め
れ
ば
、
ま
さ
に
め
で
た
さ

を
二
重
、
三
重
に
重
ね
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
年
玉
は
昔
お
金
で
は

���

���

な
く
お
餅
だ
っ
た

子
ど
も
に
と
っ
て
お
正
月
の

楽
し
み
は
何
と
い
っ
て
も
、
お

年
玉
。
元
々
は
、
神
様
の
力
が

宿
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
餅
「
年

魂
（
と
し
だ
ま
）」
を
子
ど
も

や
年
下
の
人
に
配
る
風
習
で
し

た
。
こ
れ
を
食
べ
る
こ
と
で
神

様
か
ら
力
が
も
ら
え
る
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
商
家

で
は
奉
公
人
に
餅
の
代
わ
り
に

お
金
を
贈
る
習
慣
に
変
わ
り
、

こ
れ
が
「
お
年
玉
」
と
し
て
広

ま
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
ち
な

み
に
、
二
〇
二
〇
年
の
お
正
月

に
小
中
学
生
が
も
ら
っ
た
お
年

玉
は
、
総
額
で
平
均
約
二
万
五

六
〇
〇
円
（
バ
ン
ダ
イ
調
査
）

で
し
た
。

鏡
餅
を
食
べ
て

���

���

神
様
の
力
を
も
ら
お
う

お
正
月
が
近
づ
く
と
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
売
り
場
で
ま
ず
目

立
つ
の
が
、
鏡
餅
で
す
。
な
ぜ

正
月
に
鏡
餅
か
と
い
う
と
、

家
々
に
や
っ
て
き
た
神
様
が
宿

る
場
所
が
鏡
餅
な
の
で
す
。
昔

の
鏡
の
よ
う
な
丸
い
形
は
、
円

満
な
生
活
を
表
し
ま
す
。

松
の
内
が
過
ぎ
る
と
、
鏡
餅

を
割
っ
て
、
お
汁
粉
な
ど
で
食

べ
る
鏡
開
き
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
は
神
様
か
ら
力
を
も
ら
い
、

無
病
息
災
を
願
う
行
事
。
餅
を

小
さ
く
す
る
と
き
に
包
丁
を
使

わ
な
い
の
は
、「
切
る
」
と
い

う
言
葉
は
縁
起
が
悪
い
と
さ
れ

る
か
ら
で
す
。

執
行
委
員
長

年
頭
あ
い
さ
つ

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た

七
十
五
年
の
歴
史
と
共
に
、

建
設
産
業
の
新
た
な
未
来
を
築
こ
う
！

執行委員長 田上 一郎

※経費削減の為、年賀状は送っていませんので、ご理解をお願いします。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第667号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2021年（令和3年）1月15日発行
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
費
用
を
助
成
‼

費用を
助成
します

長
建
国
保
被
保
険
者
証

郵�

送�

更�

新�

の
ご
案
内

令
和
三
年
三
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
被
保
険
者
証
の
更
新

（
切
替
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
い
、
組
合
員
と
ご
家

族
の
皆
様
、
並
び
に
組
合
役
職

員
へ
の
感
染
予
防
と
被
害
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
対
面
に
よ

る
受
付
を
中
止
し
、
郵
送
に
て

更
新
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
令
和
三
年
三
月

中
に
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を

ご
自
宅
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

尚
、
郵
送
方
法
に
つ
い
て
は

特
定
記
録
郵
便
に
よ
る
郵
送
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
大
変
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ご
不

明
な
点
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

所
属
支
部
又
は
長
建
国
保
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

長長長長長長長長長長長長長
建建建建建建建建建建建建建
国国国国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保保保保
だだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりり

令和3年1月交付分より長建国保被保険者証の有効期限が
『3月31日から7月31日』に変わります。具体的な交付時期等
につきましては次の通りです。今後の被保険者証の年度更新の
時期についても毎年の3月から7月に実施させていただくこと
になります。
また、高齢受給者証（70歳以上の方）の更新につきましても
被保険者証の年度更新の際にあわせて実施する予定です。

【被保険者証の有効期間】

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
）
に
係
る
自
己
負
担
の

費
用
が
一
回
に
つ
き
、
一
、五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）一
月
十
日
に
予
防
接
種
を

し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
日
迄

に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証

②
予
防
接
種
の
費
用
と
分
か
る

領
収
書
及
び
明
細
書
等

③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
補
助
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※子供料金につきましては、各温泉施設までお問合せ下さい。

■指定温泉施設の入浴料割引
及び補助制度■

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を図る
ため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」を実施し
ています。ぜひご利用下さい。

■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用でき
ます。

■利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に安い料金で利用でき
ます。
規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間20枚）
組合のみ加入（年間6枚）

※支部事務所で申し込んで下さい。（要：印鑑）
※詳細については各支部事務所へお問い合わせ下さい。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表

所在地
電話番号

長崎市曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市森園町663‐3
0957‐50‐1126

雲仙市小浜町雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町南本町10
0957‐74‐3141

諫早市飯盛町
平古場279番地
0957‐28‐4141

東彼杵郡川棚町小串郷272
0956‐82‐2661

東彼杵郡川棚町小串郷237
0956‐82‐6868

佐世保市崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市南風崎町449
0956‐59‐3939

東彼杵郡波佐見町
長野郷558‐3
0956‐76‐9008

平戸市田平町野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）

500円

400円

600円

1，300円

760円

380円

400円

370円

330円

400円

250円

30円

220円

300円

300円

500円

260円

400円

450円

一律
300円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円
▲300円
施設負担

割引後の料金
（メンバーズカード）

800円

700円

900円

―

―

―

700円

―

630円

―

－

－

－

－

－

－

560円

－

－

－

規定料金

830円

800円

1，000円

1，600円

1，060円

680円

800円

670円

750円

700円

550円

330円

520円

600円

600円

800円

700円

700円

750円

900円

平日料金
休日料金

平日

休日

平日

土・日・祝

温泉施設
内場所

ホテル側
Ark Land Spa

利用区分

大人

大人

大人
[～19：00］

大人
［19：00～21：00］

大人

大人

大人

大人

大人

大人
（高校生以上）
［7：30～16：30］

大人
［16：30～21：30］

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

i+Land nagasaki
（旧）やすらぎ伊王島

長崎温泉喜道庵
営業時間帯によって料金が異な
ります。詳しくは施設までお問
い合わせ下さい。

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然温泉＆
ホットヨガ
諫早もとの湯

サンスパおおむら
ゆの華

青雲荘

望洋荘
営業時間帯によって料金が異な
ります。詳しくは施設までお問
い合わせ下さい。

いいもり月の丘

国民宿舎くじゃく荘

川棚大崎温泉
しおさいの湯

ザ・パラダイス
ガーデンサセボ（※1）

ホテルローレライ
ばってんの湯（※1）

はさみ温泉湯治楼

平戸たびら温泉
サムソンホテル

消費税
10％

長

崎

・

西

彼

地

区

県

央

地

区

県

北

地

区

国民健康保険被保険者証の有効期限変更のお知らせ

被保険者証の有効期間

（現 行）令和2年4月1日～令和3年3月31日
（更新後）令和3年4月1日～令和4年7月31日

加入年月日～令和4年7月31日

令和4年8月1日～令和5年7月31日
※従来通り毎年1年更新となります。

対 象

令和2年12月31日
までの加入者

令和3年1月1日
以降の加入者

令和4年7月
更新対象者

2021．1．15

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

補助券

メンバーズカー
ド

毎月1回15日発行 2021年（令和3年）1月15日発行建 設 長 崎第667号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�



長
崎
市
城
山
町
17―

58

建
設
長
崎　

教
宣
部

「
新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
」
係

8 5 2 8 0 2 1〈間違いさがし〉

〈クロスワード〉

（答）

１
２
３
４

５
６
７

あなたの支部名

氏　名

住　所

新春お年玉クイズ みんなで考えて
応募しよう！

「
間
違
い
さ
が
し
」
と
「
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
」
の
問
題
に
挑
戦
！

答
え
が
分
か
っ
た
方
は
、
左
記

の
要
領
で
ハ
ガ
キ
に「
答
え
」「
住

所
」「
氏
名
」
を
記
入
し
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
十

名
の
方
に
記
念
品
を
お
送
り
し
ま

す
。

※
応
募
締
切

一
月
七
日
㈭
必
着

1 開会式は7月23日の予定です
9 アウトライン。顔の……
10 大勢来てほしい。……客万来
11 東北地方では牛のこと。赤……
13 七福神の恵比寿様が左手に持つ
14 人の声です。……多重放送
16 芸術品の制作者のことです
17 昔からある1人用可搬暖房器具
18 正月行事の一つ。字を書きます
20 平幕力士が横綱に勝ちました！
21 あおむけに浮かんで貝を食べます
23 英語ではブレスレット
25 弾くまねが大げさな……ギター
27 ……コール、……シーン
29 地球上で水に覆われていない部分
31 似顔絵のコツは……をつかむこと
34 正月は飲みすぎに要注意
36 職場のどこかにあります。……器
38 体や心が痛みます
40 太陽系で最も大きい惑星
42 源義経の幼名
43 牛に引かれて……参り

1 初詣の時、くぐります
2 おみくじで一年の……を占います
3 オペレッタ。日本語では……
4 ……室、……場、……槽
5 重油が漏れて海が……された
6 出席すること
7 宅配サービスでおなじみ
8 違いによって分けます
12 暑い日の公園ではここで休みます
13 七福神の船の帆に書いてあります
14 新年のあいさつ言葉
15 時代劇に出てくる高齢者。ご……
16 新聞や雑誌の文章の間に入った絵
17 かわいい顔ですが、漢字では海豹
18 並外れて厳しいこと。……体験
19 陸上で最も大きいほ乳類
22 電車やバスではつかまりましょう
24 周りを縁取るもの。窓……
26 川や海で浅い所をこういいます
28 踊り。日本……、民族……
30 信濃川は長野県では……川
32 今や韓国の国民食、フライド……
33 ……が入ったダウンジャケット
35 手紙の始めは「拝啓」、結びは
37 午前2時～2時半。……三つ時
39 千年も生きるって？まさかね
41 三陸鉄道リアス線最北の駅は？

明けましておめでとうございます
今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

2月13日㈯
初市（お楽しみ抽選会）

長建木材供給㈱
取締役社長 高島 正弘

西彼杵郡時津町左底郷1の4
TEL 095-882-0304 FAX 095-882-6594

※コロナウイルス感染症の拡大状況によっては変更または中止となる場合があります。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

（一社）長崎県中小建設業協会
新春研修会・新春交流会中止のお知らせ

例年一月に開催しております「中小建設業者新春研修会及び交流会」
については、令和三年一月開催に向け準備をしておりましたが、現在
の新型コロナウイルス感染症が拡大している状況を受け、出席者の安
全を最優先に考慮し、「中止」することといたしました。

2021年 建設長崎新春旗開き開催のご案内
会 場

県北総合会館

地区労会館2階

諫早市勤労福祉会館

地区労会館2階

本部会館2階

長崎南商工会

支部事務所

本部会館2階

有明総合文化会館

支部事務所

中里皆瀬地区公民館

東長崎支所
にこにこセンター2階

支部事務所

時津北部コミセン

支部事務所

時 間

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

支部名

佐世保中央支部

中 央 支 部

諫 早 支 部

大 浦 支 部

浦 上 西 支 部

市 南 支 部

佐世保東支部

浦 上 東 支 部

島 原 支 部

大 村 支 部

佐世保北支部

東 長 崎 支 部

北 松 支 部

西 彼 支 部

平 戸 支 部

曜日

火

水

木

金

月

火

水

木

月 日

1月12日

13日

14日

15日

18日

19日

20日

21日

※印刷上の汚れやかすれは、間違いには入りません。
※ヒント：絵の左半分には間違いは1ヶ所だけです。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第667号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2021年（令和3年）1月15日発行



2021年
（令和３年） 年男・年女

うし（丑）年

丑
年
の
雑
学

昨
年
の
お
正
月
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
ま
さ
か
こ

れ
程
ま
で
に
大
変
な
一
年
に
な

る
な
ど
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
、
こ
の
一
年
が

ど
ん
な
年
に
な
る
の
か
誰
に
も

想
像
で
き
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な

が
健
康
で
、
笑
顔
が
絶
え
な
い

一
年
に
な
る
よ
う
、
コ
ロ
ナ
の

一
日
も
早
い
終
息
を
願
い
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
縮
小
や
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
も
ま
だ

ま
だ
終
息
の
気
配
が
見
え
な
い

な
か
、
感
染
症
と
う
ま
く
向
き

合
い
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
感
染

症
予
防
、
我
慢
の
生
活
、
大
変

な
日
々
が
続
き
ま
す
が
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

早
い
も
の
で
、
今
年
で
六
回

目
の
年
男
と
な
り
ま
し
た
。

怪
我
や
病
気
に
気
を
付
け
て
、

こ
れ
か
ら
も
仕
事
や
組
合
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
は
お
客
様
の
自
宅
を
訪
問

し
メ
ー
カ
ー
の
委
託
を
受
け
て

修
理
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
お
礼
を
言
わ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
苦

情
を
お
っ
し
ゃ
る
お
客
様
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ク
レ
ー
ム

等
の
意
見
は
、
品
質
向
上
及
び

人
材
育
成
に
繋
が
る
為
と
て
も

大
切
で
す
。
今
年
も
昨
年
同
様
、

製
品
を
通
し
て
お
客
様
の
信
頼

と
満
足
の
為
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
生
活
様
式
が
一
変
し
、

大
変
窮
屈
な
年
で
し
た
。
今
年

も
感
染
防
止
に
注
意
し
な
が
ら

日
々
の
暮
ら
し
を
大
切
に
し
、

趣
味
の
ゴ
ル
フ
や
組
合
活
動
等

積
極
的
に
身
体
を
動
か
し
て
健

康
的
に
頑
張
り
ま
す
。

数
年
前
、
命
に
か
か
わ
る
よ

う
な
病
気
を
患
い
、
家
族
に
も

大
変
心
配
を
か
け
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
今
は
回
復
し
、

元
気
に
仕
事
に
も
行
け
て
、
若

い
人
た
ち
と
一
緒
に
働
く
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

い
つ
ま
で
仕
事
が
で
き
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
に
は

十
分
気
を
つ
け
な
が
ら
、
も
う

少
し
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
蔭
様
で
六
度
目
の
年
男
を

迎
え
ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
に

世
界
中
が
翻
弄
さ
れ
、
不
自
由

な
思
い
を
さ
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
改
め
て
、
健
康
で

あ
る
こ
と
の
有
り
難
み
を
感
じ

ま
す
。

冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
、

今
は
辛
抱
で
も
、
こ
れ
か
ら
来

る
春
を
信
じ
、
仕
事
や
組
合
活

動
に
励
み
た
い
で
す
。

今
年
年
男
と
い
う
事
で
、
現

在
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

普
段
の
生
活
や
組
合
活
動
も
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

会
な
ど
も
今
は
難
し
い
で
す
が
、

や
は
り
、
何
よ
り
も
健
康
が
第

一
。
家
族
と
共
に
健
康
に
注
意

し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
せ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
、
五

回
目
と
な
る
年
男
を
無
事
、
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
々
体
力
も
落
ち
て
き
て
い

ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が

ら
も
、
組
合
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
、
組
織
拡
大
・
仕
事
確

保
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

還
暦
を
迎
え
事
業
承
継
を
考

え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
当

社
は
若
年
層
の
育
成
や
定
年
延

長
な
ど
従
業
員
が
安
心
し
て
働

け
る
職
場
作
り
に
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
対
応
す
べ

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
の
導
入

や
現
場
で
の
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
十
八
年
の
時
が
過
ぎ
、
会

社
の
経
営
や
組
合
の
運
動
を
す

る
上
で
、
中
心
と
な
る
歳
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
組
合
で
は

こ
こ
数
年
で
多
く
の
先
輩
た
ち

が
卒
業
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
課
題
は
、
そ
の
先
輩
方
が
創

ら
れ
た
運
動
や
活
動
の
意
義
を

も
っ
と
多
く
の
同
世
代
に
浸
透

さ
せ
、
若
き
後
世
に
繋
げ
て
い

く
パ
イ
プ
と
し
て
、
今
は
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
還
暦
を
迎
え
る
事
実

に
驚
き
つ
つ
も
、
改
め
て
時
間

の
速
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
昨

今
は
、
良
く
も
悪
く
も
変
化
が

起
き
た
り
、
変
化
を
求
め
ら
れ

る
事
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
還
暦
で
は
あ
り

ま
す
が
、
挑
戦
す
る
心
を
持
ち

続
け
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
二
一
年
は
丑
（
う
し
）

年
で
す
。「
丑
」
と
い
う
漢
字

は
、
手
で
物
を
つ
か
む
様
子
を

描
い
た
象
形
文
字
か
ら
き
て
い

ま
す
。

動
物
の
牛
は
の
ん
び
り
し
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
昔
か

ら
田
畑
を
耕
し
た
り
、
も
の
を

運
ん
だ
り
す
る
の
に
欠
か
せ
な

い
、
大
切
な
存
在
で
し
た
。
コ

ツ
コ
ツ
努
力
し
、
誠
実
さ
や
粘

り
強
さ
を
表
す
象
徴
と
い
わ
れ

ま
す
。

私
の
目
標
は
、
京
セ
ラ
創
業

者
の
稲
森
和
夫
さ
ん
。
赤
字
続

き
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
を
三
年
で
立
て
直

し
た
や
り
手
の
企
業
家
さ
ん
で

す
が
、
社
員
に
は
「
会
社
の
為

で
な
く
自
分
の
為
に
働
く
」
こ

と
を
求
め
る
考
え
方
に
惹
か
れ

ま
す
。
私
も
憧
れ
ら
れ
る
人
に

な
れ
る
よ
う
、
節
目
の
年
と
し

て
見
つ
め
直
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「

物
作
り
は
楽
し
い
」
住
み

込
み
大
工
か
ら
四
十
五
年
、
完

成
し
た
時
の
喜
び
が
あ
る
為

「
キ
ツ
イ
」「
ツ
ラ
イ
」
仕
事

も
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
多
く

の
職
人
さ
ん
に
接
し
て
、
住
ま

い
作
り
の
在
り
方
を
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
還
暦
を
迎
え
、

一
日
一
日
を
大
切
に
、
心
安
ら

ぐ
住
ま
い
作
り
を
後
継
の
人
に

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

昨
年
は
二
度
の
大
型
台
風
に

よ
る
災
害
。
そ
し
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
も
流
行
し
、
非
常

に
大
変
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
業
界
も
厳
し
い

状
況
の
中
に
あ
り
、
後
継
者
不

足
な
ど
深
刻
な
問
題
が
山
積
で

す
。
私
は
今
年
度
か
ら
副
支
部

長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
、
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
一

致
団
結
し
、
組
合
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
笑
顔
の
絶
え
な
い

一
年
に
」

伊
東

秀
政

（
中
央
支
部
）

「
感
染
症
と
上
手
く

向
き
合
い
な
が
ら
」

古
里

一
紀

（
大
浦
支
部
）

「
仕
事
と
組
合
活
動

を
頑
張
る
」

木
村

孝
則

（
市
南
支
部
）

「
遊
び
も
、
仕
事
も

生
涯
現
役
」

室
内

秀
雄

（
東
長
崎
支
部
）

「
健
康
的
な
一
年
に
」

松
本

初
男

（
浦
上
西
支
部
）

「
健
康
に
気
を
つ
け

も
う
少
し
頑
張
る
」

藤
田

登

（
浦
上
東
支
部
）

「
健
康
が何よ

り
の
宝
」

中
尾

豊

（
西
彼
支
部
）

「
家
族
と
共
に

楽
し
く
過
ご
す
」

田
中

義
則

（
諫
早
支
部
）

「
組
合
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
」

一
瀬

純
男

（
大
村
支
部
）

「
コ
ロ
ナ
対
策
を

徹
底
し
、
難
局
を

乗
り
越
え
る
」

久
保
田

徹

（
島
原
支
部
）

「
先
輩
方
の
活
動
を

後
世
に
繋
げ
る
」

大
島

𠮷
博

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

「
一
つ
の
節
目
を

迎
え
て
」

迎

稔

（
佐
世
保
東
支
部
）

「
憧
れ
の
人
を

め
ざ
し
て
」

豊
本

晋

（
佐
世
保
北
支
部
）

「
一
日
一
日
を大切

に
」

出
口

仁
美

（
北
松
支
部
）

「
困
難
時
こ
そ

一
致
団
結
」

戸
田

一
男

（
平
戸
支
部
）
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時効があります。
忘れずに申請を
しましょう。

※この給付の効力は組合加入後3ヵ月後の同日より発生します。

共済Ｂ型（65歳以上の組合員）
月額 1，100円

組合加入 3ヵ月超1年未満………1日につき 4，000円（労務不能4日目より支給し最高27日間）
1年以上2年未満………1日につき 4，000円（労務不能4日目より支給し最高37日間）
2年以上…………………1日につき 4，000円（労務不能4日目より支給し最高47日間）

組合員がケガで入院した場合 入院1日につき 1，500円（入院初日より支給し最高180日を限度）
傷害入院給付金と同時に入院30日間につき 10，000円（最高6回 60，000円を限度）
組合員が結婚したとき 30，000円
組合員または配偶者が出産したとき 10，000円
組合員の子供が小学校・中学校に入学する際、一児童（生徒）につき 5，000円

－
－
－

15，000円
15，000円
15，000円

70歳以上の組合員に対して祝品贈呈
休業10日以上の労災事故にあった場合 一事故につき 10，000円
休業10日以上の交通事故にあった場合 一事故につき 10，000円
全焼・全壊の場合（70％以上） 800，000円
半焼・半壊の場合（20％以上70％未満） 720，000～400，000円
一部焼・一部損壊（20％未満） 240，000～40，000円
全壊・流出（自宅70％以上の損壊・流出） 240，000円
半壊 （住宅20％以上70％未満の損壊） 120，000円

（損害額が100万円を超える場合） 24，000円
（損害額が20万円を超え100万円以下の場合） 8，000円
全床面の50％以上の浸水（150㎝以上40㎝未満） 120，000～24，000円
全床面の50％未満の浸水 （100㎝以上）24，000円（100㎝未満）8，000円

火災等で組合員の2親等までの同居家族が死亡した場合 80，000円

－

－
－

1，000，000円
900，000円～40，000円

（入院5日目より180日を限度）1日につき2，000円
（通院初日より90日間を限度）1日につき1，000円
組合加入 3ヵ月超1年未満 40，000円

1年以上2年未満 60，000円
2年以上6年未満 80，000円
6年以上 110，000円

1，010，000円（加入年数不問）
組合加入 3ヵ月超1年未満…………………………………………………………………………30，000円

1年以上2年未満…………………………………………………………………………40，000円
2年以上6年未満…………………………………………………………………………50，000円
6年以上……………………………………………………………………………………60，000円

組合加入 3ヵ月超～ 15，000円
組合加入 20年以上 100，000円

30年以上 120，000円

共済Ａ型（65歳未満の組合員）
月額 1，300円

15，000円
15，000円
15，000円
－
－
－
－

500，000円

1，000，000円
450，000円～20，000円

－
－
－
－

510，000円（加入年数不問）

1，010，000円（加入年数不問）

－

一部壊

床上浸水

共 済 種 目
共済会費

病気休業手当金
（業務上の疾病・交通事故を除く）

傷害入院給付金
入院見舞金
結婚祝金
出産祝金

小学校・中学校入学祝
成人の祝

初老（厄入）祝
還暦の祝
古希の祝
喜寿の祝
米寿の祝
敬老の祝

労災事故給付金（見舞金）
交通事故給付金（見舞金）

火災

風水害
（地震を除く）

弔慰金
病気による重度障害

・労災保険法第1～2級
・労災保険法第3級2～4号

重度障害
労災保険法第3～14級

重度障害
労災保険法第3～14級

入院給付
通院給付

病気死亡（自殺含む）

不慮の事故による死亡

交通事故による死亡

配偶者死亡

家族死亡
70歳以上退会慰労金

（70歳以上組合員が脱退する場合）

不慮の
事故

交通
事故

組
合
員

休
業
補
償

各
種
祝
金

住
宅
災
害
見
舞
金

障
害
給
付
金

死
亡
弔
慰
金

【特記事項】
1．この共済給付の効力は組合加入後3か月後の同日より発生します。但し、住宅災害見舞金・組合員障害給付金・組合員死亡弔慰金（Ａ型及びＢ型の交通事故死亡）については組合
加入年数は問いません。
2．組合費・共済会費等を3ヶ月以上未納している場合は支給できません。
3．病気休業手当について
・組合員が病気等で仕事を休んだ場合に支給します。但し、業務中の疾病や第三者行為による交通事故等は支給対象になりません。
・組合加入3ヶ月後の同日以降に発病し、その疾病により労務不能となった場合に支給対象となります。
・限度満額支給を受けた月より1年間に同一疾病等で無受診の場合に限り、その疾病は治癒したものとみなし新たに支給することができます。
4．傷害入院給付金について支給対象とならないものは次の通りです。
・腰痛（症）・腰椎症・脊椎症・ヘルニア／妊娠・出産・流産／地震・噴火・津波等によるケガ／ピッケル等を使用した山岳登はん／スカイダイビング等の危険な運動中による事故／
脳疾患等の病気によるケガ（歩行中病気で意識を失い転倒してケガをした場合等／病気による入通院、傷害事故による通院等）
・健康保険、労災保険、生命・損害保険、加害者からの賠償金等の有無に関係なく支給対象になります。
5．死亡弔慰金について
・組合員、配偶者及び家族死亡に伴い弔慰金を支給する際には、弔慰金とは別に福祉共済会より生花をお供えすることとします。
・家族死亡弔慰金の支給範囲は、組合員と同居している子・父母（義父母含）、別居の実父母を対象とします。
・死亡弔慰金には、香典代（組合員・配偶者死亡時は10，000円・家族死亡時は5，000円）も含まれています。
6．この福祉共済会の改定は、事実発生日が平成28年11月1日以降の申請分より適用します。

福祉共済制度
給 付 内 容

共済の申請忘れはありませんか？
建設長崎の福祉共済は、全ての組合員が加入しており、組合員や家族のお祝い事や不幸があっ
た際に、皆で積み立てておいた共済基金の中から各種給付を行う制度です。
月掛金 （65歳未満）1，300円 （65歳以上）1，100円

※共済給付の効力は組合加入後3ヶ月後の同日より発生します。時効は事象発生から1年です。
申請及びお問い合わせは所属支部事務所へ。

平成28年11月1日より発効

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第667号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2021年（令和3年）1月15日発行
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